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【点鐘】 

【ロータリーソング斉唱 

【ゲストビジター紹介】 

入会予定者  三上 樹一郎 様 

 

【会長あいさつ】               赤松会長 

皆さんこんにちは。今日は 

会社の代表者が突然倒れた 

場合の会社の寿命について、 

少し考えてみましょうか？ 

会社の存続を危うくする経 

営リスクには様々なものが考えられます。 

①資金繰りの悪化 

②不渡り手形をつかまされた  

③社員等の資金横領  

④経営者の健康リスク等  

これらの中で経営者が突然倒れた中小企業の寿命は一年

に満たないとも言われる。後継者がいたとしてもよほどし

っかりしていなければなりません。先を案じる得意先から

は取引の中断、金融機関からは貸付の中断、社内内部とし

ては人件費､諸経費の支払等｡あの会社はもうだめだよと

の噂が流れます。このような事態を回避するために、備え

ある会社は経営者企業保険等に加入したりしています。個

人として生命保険加入していても命が途絶えれば、その保

険金は遺族へ渡され会社には入ってきません。自らの健康

管理はしっかりと捉え、かかりつけの主治医、或はハート

フルクリニック等ヘ通い明日を見渡してください。特にガ

ンについては二人に一人の割合でお迎えが来ます。 

  

【幹事報告】                 石川幹事 

①ロータリー・リーダーシップ 

研究会(RLI）パートⅢのご案内 

日時 平成29年10月27日 

受付 9：00  

場所 さいたま市会館おおみや 

②第2回来日学生オリエンテーションのご案内 

日時平成29年10月1日 14時から16時  

場所ふれあいキューブ 6階会議室5 

③ ロータリー米山記念奨学会 

  10月米山月間資料のご案内 

④ メジャードナー顕彰午餐会のご案内 

【委員会報告】 

 国際奉仕委員会 田中委員長 

 例会終了後、台中旅行について委員会を行います。 

 神谷会員 

 「越谷警察官友の会40周年記念 埼玉県警察 音楽隊 

 ファミリーコンサート」 

 平成29年10月7日（土）越谷サンシティ大ホール 

 会場13：00 開演14：00 

 電話予約を平成29年10月4日まで受付します。 

 入場無料 先着600名様 

 連絡先 越谷警察官友の会事務局 共栄㈱内 

 070-4352-6499 

 

【越谷市民祭りについて】 

・社会奉仕委員会 深井委員長 

 日時：平成29年10月8日 

 会場：越谷合同庁舎 

出席者 → 会員全員です。 

集合  → 越谷合同庁舎前、7時30分 

       集合時に12名の担当者を選任します。 

例会  → 8時30分に開始します。 

      全体の役割の説明をします。 

準備  → 前日にトラックに積み込みます。 

     早朝に会場にトラックにて備品を搬入します。 

パレード→ 会長、幹事、その他。9時頃出発。 

終了時 → 15時30分。全員で台車に載せて本庁玄関

口まで運びます。 

反省会 → 「若松」5,000円会費で16：30分頃開始。 

統括責任者：小林社会奉仕副委員長、皆さんは指示に従っ

てください。 

列車：乗車定員は約8名ですので、待機する時に分けて整

列する。 

お土産品：「うまかぼう」一人2本、3600本準備する。 

皆さんのご協力を宜しくお願い致します。 

 

【中村会員 卓話】 

本日はお話させて頂く機会を 

頂き有難うございました。6 

月と8月にモンゴルに訪問し 

てきましたので報告をさせて 

頂きます。 

 モンゴルというと大相撲でモンゴル人力士が活躍している

通り、相撲で馴染みがあると思います。また、歴史上の人物

では、人類史上最大規模のモンゴル帝国を築いたチンギス・

ハーンが有名です。テレルジという場所にある巨大なチンギ

ス・ハーン像を見たときには、モンゴルの人々にとって英雄

として崇められている様が分かりました。そして広大な草原

赤松会長テーマ：ひかり射し込む 会運営 みんなと共に 

 

 



と馬や羊という家畜、ゲルという遊牧民のイメージがあると

思いますが、私が観光で連れていってもらった場所はそのイ

メージのままでした。 

 現在のモンゴルについて概要を話しますと、正式名称はモ

ンゴル国といいます。1921年に中華民国から独立を果たし、

冷戦時代はモンゴル人民共和国としてソ連の影響下にあり、

1992年に民主化して現在に至ります。現在では独立した日を

祝い、毎年7/11からの3日間はナーダムという祭典が行われ、

モンゴル相撲、競馬、弓射という 3つの競技を中心に民族と

しての誇りを再確認しているそうです。国土は日本の約4倍

の面積がありますが、人口は少なく2016年のデータでは300

万人強となっています。宗教はチベット仏教が浸透していま

すが、それほど厳格だという印象はありませんでした。ソ連

時代は抑圧されていたようです。文字はソ連の影響を受けて

モンゴル文字からキリル文字へ変えられたそうです。通過は

トゥグルグという単位で、1 トゥグルグ=0.045 円、20,000

トゥグルグで1,000円という感覚で買い物をしました。気候

は日本より5～10度ぐらい低く、乾燥しています。また、標

高はウランバートルで 1,350mで空が近く感じました。私が

ゲルに宿泊したテレルジは 1,800～2,000 メートルという標

高で天気も快晴でしたので、夜は今までに見たこともない美

しい星空でした。これだけでも一見の価値があると思います

し、ゲルでの生活も貴重な経験でした。 

 さてウランバートルでは、ナルラグウランバートルRCと

いうクラブの方とアポイントを取ることができ、会ってきま

した。驚いたことに日本語ができる人が何人かいて、日本に

対して親しい感情を持っている方が多いことが分かりました。

クラブは設立から 5 年ぐらいで、平均年齢は 35 歳と若く女

性が多いクラブでした。プロジェクトは教育を非常に重視し

ており、目の見えない子どもへ点字絵本を配るプロジェクト、

子どもに本を好きになってもらうプロジェクト、親や先生を

教育するプロジェクトなどを行っているそうで、識字率の向

上により格差を是正するような取り組みが行われていました。

特に地方では行政による福祉サービスがあまり行き届いてい

ないため、そのような地域や人々へ奉仕活動を行うという点

でロータリークラブの存在意義があるのだと思いました。現

地で会えたわけではありませんが、米山学友のジャンチブ･

ガルバドラッハさんという方が有名で、2000年に新モンゴル

学園という小中高一貫学校を開港したそうです。やはり教育

が最も重要で優先される課題であると感じました。ウランバ

ートルにはモンゴル・日本人材開発センターというも施設が

あり、日本語や文化の教育や留学支援を行っているそうです。

JICA の事務所もそこにあります。浅水直前ガバナーとそこ

へ訪問してきました。モンゴルのカシミアは良質で有名です

が、これは日本のODA によってカシミア工場が建設され、

今では価値の高い製品として海外にも輸出されているそうで

す。現在はハチミツを生産量や品質を高めて所得を向上する

プロジェクトが行われているそうです。案内してくれた方は

現地スタッフのトゥメンバヤルさんという方でしたが、話を

聞くとローターアクトで活動されていました。モンゴルでは

ロータリアンもそうですが、ローターアクトも活躍しており、

若い世代が活躍している様が分かりました。 

 日本との関わりは年々親密になっているようで、ODA で

新しい国際空港の建設が進められていたり、2016 年 6 月に

は日本とモンゴルの間で経済連携協定(EPA)が発効されまし

た。中でも注目すべきことは、モンゴルという広大な土地に

埋まる資源の開発、投資に対して日本が積極的に協力すると

いう内容で、モンゴルの経済発展だけでなく日本にとっても

エネルギーの確保という重要な意味があるという点です。今

後もモンゴルとの関係はますます深まっていくのだと思いま

す。 

 さて、大きな流れとしてはモンゴルと日本の関係が親密度

を増している状況ですが、なぜモンゴルなのかという疑問が

沸くと思います。昨年、副幹事として浅水ガバナーの公式訪

問に同行させて頂いた際に話題に上がったのが、国際奉仕に

おいてフィリピンへの奉仕活動が積極的に行われているなか、

例えばモンゴルのような他国にも広げてはどうかというお話

でした。また、濱野パストガバナーの娘さんがモンゴルで

JICA の活動を 2 年間されたことがあり、濱野パストガバナ

ーもモンゴルへの関心が深かったということも動機付けとし

てあります。モンゴルは資源大国としてのポテンシャルをじ

ゅうぶんに持っている国ですが、まだ発展途上の段階にあり

急速に社会が変化しています。変化についていけない人々へ

のセーフティネットが整備されているわけでもありませんの

で、そこにロータリーとしての活動意義があると思います。

そして現地のロータリアンが重要視している通り、子どもだ

けでなく親や指導者への教育を広めることが大事だと思いま

す。ただ、いきなり奉仕活動というのも強引ですので、まず

は子ども同士の交流や交換から始めることも良いかと思いま

す。ゲルでの生活や満点の星空、食べ物を大切にする習慣は

日本の子どもにも良い経験になりますし、モンゴルの子ども

が日本に来て日本の文化に触れて頂くことも有意義だと思い

ます。さらに姉妹クラブの台中南區扶輪社とも共同で実施す

れば多国間の活動としてより多くの人々に影響を与えられる

のではないかと思います。 

                       

【スマイル報告】 

 

 

 

【出席報告】 

例 会 日 平成２9年9月21日 

会 員 数   50名 出席   20名 

出席免除者    6名 欠席  24名 

出 席 率 42.5％ 前々回MU   2名 

M U 修正率   68％ 会報担当：木佐 

――――― クラブプロフィール ――――― 

【姉 妹 ク ラ ブ】 国際ロータリー第3460地区 

          台中南区扶輪社（中華民国台中市） 

【友 好 ク ラ ブ】  国際ロータリー第2520地区 

宮古東ロータリークラブ 

【例 会 日】 毎週木曜日（PM0：30～1：30） 

【例会場・事務局】 〒343-0842 

         越谷市蒲生旭町10-14中野ビル2階 

         TEL 048－987-5761 

         FAX 048－987-5762  

お陰様で 

スマイル  １９件  ２３，０００円 


